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地域の炎害対応力を高めるには、ジェンダーの視点から対策を考えることが重要で現

過去の炎害では、意思決定の場に女性の参画が十分でなく、性別で異なるニーズヘの配慮が足りないなどの課題が生じました。

甜ひと期取切残きない
鬱ェンダ四の幌点で碧える防鍵

やっぱり女性なの ?
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研修に参加
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組織のリーダーは
やつぱり男性が
いいのかな～?

着替えれば
いいの～?

どこで

ない中●?

落ち着いて授乳
できる場所は、

炎害時には、平常時における社会の課題がより浮き彫りになると言われて

います。

災害に強いまちづくりのために、多様な人々が意志決定の場に参画できる

ようにしましょう。
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もしも超駆電弱雪】現冶まつたら。OO

0女性と男性、両方のリーダー・スタッフが運営に携わる。

【目標】リーダーや副リーダーなどの少なくとも

3詈」以上を女性にする

0プライパシーの確保のため、 | ::|
パーテーションなどを活用   |:I    J｀:  :|
0授乳室を設ける

0女性用トイレの数を多めに
(目安。女性用、男性用=3:¬ )| ・
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多目的トイレも設置          i
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奥害は止められないけれど

被害を最小限に抑えることは

私たちにもできる

防災にジェン
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H女性は防災意識は高いが |
E研修・訓練への参加が  
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日 」奸茂よい。
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「男女共同参画の視点からの防災」をテーマに

地域団体リーダー向けの研修を実施しています。

研修をこ検討の方は、お間い合わせ下さい。

長崎県男女共同参画推進センター留■o95-822車 4729
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出典:災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防災復興ガイドライン～
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